
 

 

設置工事業者様用 【重要】 

 

 

 

 

設置工事要領書 
（取扱説明書別途添付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品型式 

KJO-800AH-B 

KJO-2000AH-B  KJO-2000AEX-B 

KJO-3500AH-B  KJO-3500AEX-B 

KJO-5500AH-B  KJO-5500AEX-B 

●必ず内容を確認してから施工をおこなってください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

はじめに 

この設置工事要領書には、お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本商品を安全にお使

いいただくために、守っていただきたい事項を示しています。 

その表示と図記号の意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 

●建築基準法（同施工令）および消防法などの関連法規に従って施工してください。 

●配線工事は、電気設備技術基準や内線規程に従ってください。 

●安全にお使いいただくために必ずお守りください。   

△！ 警告： 

△！ 注意： 

△！ 警告 

○ 設置は、本書に従い確実に行ってください。設置が不完全な場合、感電・火災・けが・水漏れの恐れがあり

ます。 

○ 本体を、押入れ、物置等の密閉された場所や、燃えやすいものが近くにある場所に設置しないでください。

火災の恐れがあります。 

○ 配線工事は、関連する法令規定に従って必ず｢有資格者｣が行ってください。接続が不完全な場合、火災の

恐れがあります。 

○ 本体は、地盤強度を確認の上、本書に従い必ず水平に設置してください。設置が不完全な場合、火災・け

が・水漏れの恐れがあります。 

○ アース工事は本書に基づき確実に行ってください。法令により D 種接地工事が義務づけられています。ア

ースが不完全な場合、感電の恐れがあります。 

○ 電源は本書に従い専用回路にてご用意ください。電気容量が足りなかったり、他の器具とのタコ足配線の

場合、過熱により火災の恐れがあります。 

○ 電源コードを途中で切断または延長したり傷をつけたりしないでください。感電・火災の恐れがあります。 

○ 電源端子・電源コードは必ず確実に接続してください。緩みがある場合過熱による火災の恐れがあります。 

○ 本体の改造・分解はしないでください。故障・感電・火災の恐れがあります。 

○ ノズルカバーを必ず取り付けてください。吸込み口より髪の毛が吸引される恐れがあります。 

○ 浴室内への設置は避けてください。感電の恐れがあります。常時高い湿度に晒される場所は故障の原因と

なることがあります。 

 

 

 

 

  

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重症を負う可能性が 

想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される 

内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 



 

 

△！ 注意 

○ 温泉で使用する場合は、成分表を確認提示してください。 

○ 井水を使用する場合は、鉄分・カルシウム分等のスケール因子の物質を除去してください。 

○ 電気伝導率が低くなる高純度ろ過水（純水等）を使用する場合は、安全装置が働かない場合があり空焚き

運転による火災事故につながる恐れがあります。ご使用する場合は別途ご相談ください。 

○ ガス配管およびガス機器の移設をする場合は、必ず最寄りのガス会社に連絡の上、専門業者にご相談し

てください。 

○ 工事の際に出る切り粉等、浴槽に傷を付ける恐れがある場合は、保護材にて養生してください。 

○ KJO-800AH-B をユニック車で搬入した際吊り降ろしはしないでください。外板が歪む原因となることがあ

ります。 
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■外形寸法図（KJO-800AH-B） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．本体図面 
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■外形寸法図（KJO-2000AH-B） 
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■外形寸法図（KJO-2000AEX-B） 
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■外形寸法図（KJO-3500AH-B） 
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■外形寸法図（KJO-3500AEX-B） 
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■外形寸法図（KJO-5500AH-B） 
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■外形寸法図（KJO-5500AEX-B） 
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■外形寸法図（コントローラー） 
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■電気配線図（KJO-800AH-B） 
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■電気配線図（KJO-2000AH-B） 
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■電気配線図（KJO-2000AEX-B） 
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■電気配線図（KJO-3500AH-B） 
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■電気配線図（KJO-3500AEX-B） 
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■電気配線図（KJO-5500AH-B） 
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■電気配線図（KJO-5500AEX-B） 
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※ジェット機能はオプションノズル（別売品）との組み合わせで使用可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付 属 品 一 覧 表 

1 

 

 コントローラー 
(取付ビスアンカープラグ 2 ヶ) 

2 

 

 取扱説明書・保証書 

設置工事要領書 

3 

 

活性石  

KJO-800A   2袋 

KJO-2000A  3袋 

KJO-3500A  4袋 

KJO-5500A  6袋 
（別梱包） 

２．本体付属品 
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下記基本系統図を参考に設置工事行ってください。 

■基本系統図（KJO-800AH-B） 

３．基本系統図 
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■基本系統図（KJO-2000AH-B） 
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■基本系統図（KJO-2000AEX-B） 
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■基本系統図（KJO-3500AH-B） 
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■基本系統図（KJO-3500AEX-B） 
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■基本系統図（KJO-5500AH-B） 
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■基本系統図（KJO-5500AEX-B） 
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【浴槽・機種の選定】 

○ 該当浴槽容量は機種によって異なりますので、あらかじめ確認してくだい。 

 

【ノズルの選定】 

○ ノズル（循環金物）は、本書が指定するものを必ず選定してください。 

 

【配管工事】  

※ Ｐ３０を参照ください。 

 

【電気工事】 

○ 現地調査の段階で、電源の有無を確認してください。 

P１７～２３を参照ください。 

・H仕様機種（３φ２００V、８．５Ａ～４３．４A） 

・EX仕様機種（３φ２００V、３．４Ａ～８．７A） 

※ １００Vはオプションの有無によって必要。 

※ 既存の電源を使用する場合は、容量不足により分電盤のブレーカーが落ちる場合があります。 

   その場合、ブレーカーを定格電流の大きいものに変更してください。 

 

 

【アース工事】 

○ D種接地工事（アース）を必ず行ってください。 

 

【その他の注意事項】 

○ 他の機器との接続および改造は、絶対に行わないでください。 

○ 付属品は、所定の位置に必ず取り付けてください。 

○ 設置工事要領書と異なる施工に関しては、保証期間中でも保証しかねる場合があります。 

○ 温泉で使用する場合は、成分表を提示してください。 

○ 井水を使用する場合は、鉄分・カルシウム等のスケール因子の物質を除去してください。 

○ 電気伝導率が低くなる高純度ろ過水（純水等）を使用する場合は、安全装置が働かない場合があり 

空焚き運転による火災事故につながる恐れがあります。ご使用する場合は別途ご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．設置工事における注意事項 
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④ 鳥居配管は避けてください。 

※ エアーだまり等で循環不良の原因となりま

す。 

 

A 

C 

B 

① 配管の長さは下記以内としてください。 

※ オプションノズルを使用した場合、ジェット

エアー配管にジェット用逆止弁を取り付

けください。 

機種 A 

KJO-800AH-B 10m 

KJO-2000AH-B 12m 

KJO-3500AH-B 15m 

KJO-5500AH-B 15m 

 

 

② 本体が浴槽より低い場合は、浴槽側の吐

出ノズルと本体側の吸込の高低差が下記

以内となるようにしてください。 

※ ジェット用逆止弁は、メンテナンスが可能

な位置に取り付けてください。 

機種 B 

KJO-800AH-B 2.5m 

KJO-2000AH-B 3m 

KJO-3500AH-B 3m 

KJO-5500AH-B 3m 

 

 

 

 

③ 本体が浴槽より高い場合は、本体側の吐

出と浴水面の高低差が下記以内となるよ

うにしてください。 

※ 吸込配管の浴槽に近い位置でメンテナン

スができるように配管用逆止弁を取り付

けてください。配管用逆止弁にはスイング

式を使用してください。 

機種 C 

KJO-800AH-B 1m 

KJO-2000AH-B 2m 

KJO-3500AH-B 2m 

KJO-5500AH-B 2m 

 

 

 

 

吐出配管については自動エアー抜き弁を設置すれば可 

⑤ オゾン殺菌時（毎時 10 分間）にオゾンエアーが発生するため、吐出配管にエアー

がたまりやすくなります。配管経路によってエアーがたまりやすい場合は、適切な

位置に自動エアー抜き弁を設置してください。 

※ エアーたまり等で循環不良の原因となります。 
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５．設置場所の選定 

【本体寸法】 

KJO-800AH-B 850W×300D×800H 

KJO-2000AH-B 995W×410D×830H 

KJO-2000AEX-B 969W×550D×828H 

KJO-3500AH（EX）-B 1422W×520D×825H 

KJO-5500AH（EX）-B 1510W×580D×840H 

 

○ 本体設置面に凹凸がなく、勾配のない場所を選んでください。 

○ 平地への据付の場合は、平地置台またはブロックの上に水平に据付けてください。 

○ 水没する可能性のある場所は避けてください。また、浴室内など常時高い湿度に 

晒される場所や結露の懸念が多い場所への設置は避けてください。 

○ 本体の運転重量に十分耐えられる場所を選んでください。 

○ 騒音や振動が増大しない場所を選び、必要に応じて防振ゴムを使用してください。 

○ 発熱機器の近くは避けてください。 

○ ガスや悪臭の発生しない場所、ほこりや湿気の少ない場所を選んでください。 

○ 機器のメンテナンススペース（保守点検・アフター）の確保をしてください。 

○ 人の通行に支障のない場所を選んでください。 

○ D種接地工事（アース）を必ず行ってください。 

○ 現地調査の段階で、電源の有無を確認してください。 

○ 降雪地域へ取りつける場合は、雪が積もらない場所へ設置してください。 

○ 排水されたドレン水が流れても問題のない場所を選んでください。 

（後面） 

200 以上 

（上面） 

700 以上 （側面） 

600 以上 

（前面） 

600 以上 

 

（配管側） 

600 以上 

 

本体メンテナンススペース 
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① 基礎工事 

【基礎寸法】 

機 種 A B 全重量（水有り） 

KJO-800AH-B 735以上 300以上 94ｋｇ 

KJO-2000AH-B 870以上 670以上 131ｋｇ 

KJO-2000AEX-B 870以上 810以上 136ｋｇ 

KJO-3500AH-B 1200以上 800以上 179ｋｇ 

KJO-3500AEX-B 1200以上 800以上 184ｋｇ 

KJO-5500AH-B 1365以上 830以上 212ｋｇ 

KJO-5500AEX-B 1365以上 860以上 221ｋｇ 

※ 基礎の厚さは１００ｍｍ～１５０ｍｍとしてください。 

※ スライドブロックでも対応可能です。(KJO-800AH-Bのみ) 

 

② アンカー位置寸法 

【アンカー寸法】 

  機 種 C D 

KJO-800AH-B － － 

KJO-2000AH-B 455 470 

KJO-2000AEX-B 456 611 

KJO-3500AH（EX）-B 775 600 

KJO-5500AH（EX）-B 845 660 

※ アンカーボルトは M１２を使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．本体据付工事 

 

KJO-800AH-B 

100～150 
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７．ノズル取付工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埋設スリーブ 《 オプション B 》 

 

 

ノズル取り付け 《 オプション A 》 

① 浴槽のノズル開口位置の寸法出しを行い、 ５０

φの穴を開けてください。 

② 浴槽の穴位置から、配管貫通部分となる外壁を開

口してください。(約２００ｍｍ×２００ｍｍ) 

※ 給排水・ガス管・電線管など障害物が開口部に通

っている場合がありますので、注意してください。 

※ ノズルの取り付け面(穴あけ場所)は、なるべく平面

を選んでください。曲面だとパッキンが効かず、水

漏れの原因となります。 

③  右図に従い、ノズルを浴槽の外側から押さえて固

定し、内側からしっかりねじ込んでください。 

④  ノズルに循環配管、ジェット用配管をそれぞれ接

続し、外壁の開口部より取り出してください。 

※ 浴槽のノズル（パッキン）がある部分は、浴槽の断

熱材をきれいにはがしてください。パッキンの部

分より水が漏れる可能性が有ります。 

※ 配管貫通部分の外壁開口部は、ステンレス板など

で養生し、点検口として残してください。 

また、内部に雨水などが浸入しないように防水処

理してください。 

※ ノズル取り付け後、付属のノズルカバーを取り付

けてください。取り付け方法は、ノズルカバーに同

梱しています。 

 

 

（新設タイル浴槽の場合） 

（浴槽の防水工事による取り付け） 

○ タイル浴槽の場合、あらかじめ埋設ス

リーブをコンクリート打ち込み前に取り

付けておきます。 

 

○ 埋設スリーブに防水仕上、タイルは仕

上後、ノズル取り付けを行います。 

（FRP、ステンレス、ホーロー浴槽の場合） 
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吸着ノズルセット 《 オプション C 》 

循環金物の選定 《 オプション D 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（既設タイル浴槽の場合） 

 

○ 浴槽に穴を開けられない場合は、オプションの吸

着ノズルセットで配管を行ってください。 

 

○ ジェット配管は１３Ａバルブソケットが取り付けられ

ていますので、１３ＡＶＰパイプを使用し配管してく

ださい。 

機種 口径 ○Ａ 吸込 ○Ｂ 吐出 個数 

KJO-800AH-B 

32Ａ 25Ａ 

1 

KJO-2000AH（EX）-B 2 

KJO-3500AH（EX）-B 3 

KJO-5500AH（EX）-B 4 

 

 

（新設タイル浴槽の場合） 

○ 下記に従い、循環金物を選定し取り付けをお願いします。 

 

○ 浴槽によって循環金物の仕様、取り付け方法が異なりま

すので、ご注意願います。 

※ タイル浴槽、石張り浴槽の場合は防水金物を循環金物の

口径、個数とあわせて用意してください。 

 

機    種 
吐  出 吸  込 

口 径 個 数 口 径 個 数 

KJO-800AH 25A 2 32A 2 

KJO-2000AH（EX）-B 25A 2 32A 2 

KJO-3500AH（EX）-B 32A 2 40A 2 

KJO-5500AH（EX）-B 32A 4 50A 2 

 

 
吐出金物（防水皿付） 

 
吸込金物（防水皿付） 

※木製浴槽の場合はご相談ください。 
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８．配管工事・保温工事 

 

 
設置工事上の注意 

 

※P17～23の基本系統図を参照下さい。フロー図、配管口径の通り配管を施工してくだい。 

 

* 本体配管接続口は塩ビ製のソケット（KJO-800AH-B、2000AH（EX）-B、KJO-3500AH(EX)-B、KJO-5500AH

（EX）-B）になっています。熱交換器（EX）仕様の熱源配管は SUSオネジになっています。詳細は P1～7の

外形寸法図に記載あります。 

* 循環配管は HIVP を使用し、本体接続部分にメンテナンス用のボールバルブを本体近くに必ず取り付けてく

ださい。【吸込・吐出口両方】 

* 熱源配管には圧力計、温度計を取り付けるように配慮してください。 

* 熱源配管入口と出口を間違えないように気をつけてください。 

* 吐出口は規定個数を使用し、トーナメント配管してください。 

* 本体排水用バルブを必ず設置してください。 

* 保温工事は、試運転・水漏れ確認完了後に行ってください 

* 凍結の恐れがある場合、凍結防止ヒーター等を用い、凍結対策を行ってください。  

* 薬注器を取り付ける際は、薬注器本体と注入口の距離を３ｍ以内程度としてください。 

* 薬注装置の接続について水栓ソケット（メタル無し）を使用してください。 

* 薬注装置の接続時に、サイホン止めチャッキ弁（注入弁）先端に付いているゴムキャップは外さないでくださ

い。 

* 吸込配管の浴槽に近い位置へ逆止弁（チャッキ弁）を取り付けてください。（メンテナンスが可能な位置へ取

り付けてください。）浴槽近くに設置できない場合は、浴槽水面よりも低い位置へ設置してください。 

  （本体が浴槽底部よりも高い場合、落水して水切れセンサーにより運転停止します。） 

* ヘアキャッチャーを取り付ける際は、手前にバルブを取り付けてください。 

* 長期間停止した際、配管上に死水が出来ないよう配慮してください。 

* オゾン殺菌時（毎時 10 分間）にオゾンエアーが発生するため、吐出配管にエアーがたまりやすくなります。

配管経路によってエアーがたまりやすい場合は、適切な位置に自動エアー抜き弁を設置してください。 



 

31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体との接続配線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

９．電源工事 

 

 

 

１． 電装カバーを外します。 

２． 電装部の各端子台の名称に沿って接続してくだ

さい。 

※ 電源ケーブルとコントローラーハーネス（シール

ド付）は、現地手配願います。 

※ 電源ケーブルとコントローラーハーネス（シール

ド付）は、一緒に束ねないでください。 

①②・・・・・・・ 薬液ユニットに接続します。（電圧は２００Ｖです。） 

③④・・・・・・・ コントローラー接続 （シールド線は電装 BOX内のアースに接続してください） 

⑤⑥⑦・・・・・ 一次側３φ２００Ｖ 

⑧・・・・・・・・・ アース 



 

32 

 

 

 

 

 

 

 

 

コントローラー取り付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．コントローラー取付工事 

○ コントローラーの取り付けは、操作のしやすいこところ、直接水のかからない場所

に、お客様と打合わせの上、取り付けしてください。 

注：コントローラー取り付け後、必ず周りをシールしてください。 

故障の原因になる場合があります。 
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基本系統図 P17～23を参照の上、適切な接続を行ってください。 

 

①電源接続 

 薬注ユニットから電源コードをろ過装置端子台に接続してください。 

 あらかじめ、電源コードが接続されていますが、長さが不足している場合は延長してください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②サイホン止めチャッキ弁、チューブ接続 

〇主配管上(基本系統図記載の位置)に異径チーズ 

+水栓ソケットで注入点を設けてください。 

 ※注入点はメタル無しを使用してください。 

〇サイホン止めチャッキ弁のオネジ部分にシール 

 テープを巻き、注入点にねじ込んで取り付けてく 

 ださい。 

〇ホースは抜けないように差し込み、ホースナット 

 を締めて固定してください。工具等で過大な締め 

 付けをしないでください。破損の原因になります。 

〇サイホン止めチャッキ弁先端の逆止キャップは 

 取り外さないで使用してください。 

〇ホースは薬注ポンプにより脈動するため、固定 

 してください。折れ曲がったりしないように十分に 

 余裕をもたせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．薬注ユニット取付工事 

   

アース 

※白・黒は①②ど

ちらに接続しても

構いません。 
白 黒 緑 
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１２．試運転調整 

① バルブが閉まっていることを確認してください。 

② 各端子部にゆるみが無いか確認してください。 

③ 浴槽（タンク、ヘアキャッチャー含む）にお湯が張ってあることを確認してください。 

④ アクリル蓋、又はステンレス蓋を確実に固定してください。 

⑤ 浴槽にお湯が張ってあることを確認してください。 

⑥ バルブを開いてください。 

⑦ 本体ブレーカーをＯＮにしてください。 

⑧ コントローラーの「電源ボタン」を「入」にして、操作を確認してください。（別紙、取扱説明書参照） 

⑨ ポンプの回転方向を確認してください。 

（逆回転の場合は、端子台にて配線の入換をしてください。） 

⑩ 循環していることを確認してください。 

⑪ ポンプとヒーターの運転電流を確認してください。 

⑫ 水漏れ、エアー吸いをしていないか確認してください。 

※ 活性石はあらかじめネットごと洗い、②の活性石ケース内にネットごと入れてください。 

※ 試運転時は必ずポンプの回転方向

を確かめてください。 

※ 逆回転の場合は、端子台にて配線

の入換をしてください。 

④ 

③ 

① ⑥ 

⑦ 

⑤ 
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１３．試運転チェックシート 

 

試運転チェックリスト 

 

     当てはまる項目に「○」をつけ、確認を行なってください。 

 

1 循環はしているか 良 不 

2 ジェットは出ているか（オプション） 良 不 

3 ヒーターは作動しているか（昇温するか） 良 不 

4 タイマーがセットできるか 良 不 

5 コントローラーの表示温度と実温は合っているか 良 不 

6 配管からのエアー吸いはないか 良 不 

7 配管からの水漏れは無いか 良 不 

8 漏電ブレーカーは正常に作動するか 良 不 

9 その他、機械本体に異常な箇所は無いか 良 不 

10 オゾンの気泡は発生しているか 良 不 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 1～4 の詳しくは別紙、取扱説明書のコントローラー操作方法を参照し、確実に行ってください。 

※ 6・7・10 は目視にて確認してください。（保温工事は試運転調整後に行ってください。） 

※ 異常があった場合は、弊社までご連絡ください。 
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